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上することを認めた。加えて濃度調整した低酸素 (3.5% : 96.5 %の窒素で調整)で低温貯蔵時に気浴処理し
た場合、無処理果実では 3週間の定温貯蔵から室温 (200C) に移すと直ちに低温障害発生が認められるたが、
処理果実はその発生が遅れ、呼吸やエチレン生成のクライマクテリックライズも 3Bから 12日遅延した。

























における低温障害発生を軽減しようとした。上記の処理は用いた 'Zutano' . 'Becon'・下uerte' いずれの品
種に対しでも有効であり、さらに併用することによって、より効果的な作用性が見出された。その機構につ
いて関連酵素活性の抑制効果や、脂質酸化と異臭発生に係る指標を種々の分析手法によって明らかにし、保
蔵技術開発に結び付く基礎資料を得た。今後、アボカド果実の流通・保蔵技術の普及資料として、十分に寄
与できるものと評価する。
平成25年l月25呂、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(学術)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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